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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 最近の業績の動向等を踏まえ，平成 20 年 8 月 15 日の中間決算短信で公表しました平成 20 年 12 月期（平
成 20 年１月１日～平成 20 年 12 月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたし
ます。 
 

記 
 
１．平成 20 年 12 月期連結業績予想数値の修正（平成 20 年１月１日～平成 20 年 12 月 31 日） 

 （単位：百万円，％） 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり

当期純利益

前回発表予想（Ａ） 6,200 △ 47 △ 32 55 △35円61銭

今回修正予想（Ｂ） 6,670 △ 380 △ 461 △ 993 △637円35銭

増減額（Ｂ－Ａ） 470 △ 333 △ 429 △ 1,048 △601円74銭

増減率（％） 8 － － － －

( ご 参 考 ) 前 期 実 績
(平成19年12月期)

1,161 △640 △283 185 110円45銭

 
２．平成 20 年 12 月期（個別）業績予想数値の修正（平成 20 年１月１日～平成 20 年 12 月 31 日） 

 （単位：百万円，％） 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり

当期純利益

前回発表予想（Ａ） 141 △ 238 △ 227 △ 80 △51円80銭

今回修正予想（Ｂ） 136 △ 250 △ 334 △ 867 △556円48銭

増減額（Ｂ－Ａ） △ 5 △ 12 △ 107 △ 787 △504円68銭

増減率（％） △ 4 － － － －

( ご 参 考 ) 前 期 実 績
(平成19年12月期)

260 △293 △56 240 142円86銭



３. 修正の理由 

当第３四半期連結会計期間の業績ですが、個別事業業績としては、ＩＴソリューション事業の株式

会社トライアイズソリューションにおいて、前期末からの大幅な戦略転換を以て売上拡大を目指し

てまいりましたが、予想以上に売上が伸びず、当四半期時点での売上高は 162 百万円、営業損失は

81 百万円となる見込です。もう一つの重要な事業ポートフォリオである建設コンサルタント事業

の株式会社アイ・エヌ・エーにおいては、当四半期に経費削減委員会を中心として推し進めている

経費削減策が実際に効果を表し始めております。その結果、売上高は 4,844 百万円、営業利益が 13
百万円となる見込です。一方、本社機能ですが、本来経費しか発生せず、金融収益でカバーすべき

ところが十分ではなく、連結業績としては売上高 5,422 百万円、営業損失 282 百万円となる見込で

す。昨年から本年にかけて事業取得用に用意した外貨が、当四半期にも急激な円高の影響を受け損

失がおよそ 35 百万円増加することとなりました。これが業績を悪化させる一因となりました。ま

た、当社で保有していたリーマン・ブラザーズ・グループ発行のシニア債に関しまして、発行体で

あるリーマン・トレジャリーズ B.V.が破産手続きに入ったことを受けて、真に遺憾ながら保有して

いる額面 500 百万円全額を減損処理することといたしました。今後の弁済に至るまでのスケジュー

ルが不確定であり、現段階において回収額の正確な見積もりもできないことから、保守的会計の原

則に基づき減損処理は不可避であると判断いたしました。 
その結果として当四半期の当期純損失は 870 百万円になる見込であるため、通期業績の見通しを修

正いたします。 
 
（注） 上記業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したもので 

あり、今後様々な要因によって異なる場合があります。 

以  上 


